e-Learning コンテンツ 「計算物性学特論」の概略
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子工学科　　名取晃子

「計算物性学特論」は、電子工学専攻博士前期・後期課程の専門科目である。本講義の目的は、「計算機シミュレーションを用いて、ナノスケール原子構造に起因する物性の基礎を理解すること」である。特に、近年のナノテクノロジーの進展が、如何にナノエレクトロニクスに応用されているかを、幾つかの例を通して概観する。

本コンテンツは、以下の10章の講義と3つの付録から構成される。1章以外の各章では課題問題が出され、付録のＡ１は受講学生の解答で構成される。Ａ１では課題問題の解答以外に、受講学生による「創作問題と解答」も含まれる。

1. Introduction: What is nanotechnology?

2. Interactions between atoms and the lattice properties of crystals

3. Covalent bond and morphology of crystals, surfaces and interfaces

4. Electronic structure of crystals

5. Band offsets at hetero-interfaces and effective mass approximation

6. Pseudopotential

7. Many-body effect I: Hartree approximation, Hartree-Fock approximation and density functional method

8. Many-body effect II: Quantum Monte Carlo method

9. Transport properties I: Diffusive transport

10.Transport properties II: Ballistic transport

A1. Solutions

A2. Electronic properties of crystals: Calculation results by CASTEP

A3.Simulation for solid state physics

1－１０章は講義で用いたPower Point ファイルを基にしてデジタル化したものであるが、e-Learningコンテンツ開発にあたり、新たに付録Ａ１－Ａ３を追加した。特にＡ２は、電子デバイスにとって重要な、幾つかの半導体、金属、絶縁体の電子物性をＣＡＳＴＥＰを用いて計算した結果をまとめたものであり、グラフィックス機能を存分に発揮したものとなっている。
本コンテンツの最大の特徴はグラフィックスの多様であり、多くの計算結果、実験結果を図を用いて示すことにある。「百聞は一見に如かず」で、グラフィックスは直感的な理解と定量的理解を大いに助けてくれるものと思う。

第二の特徴は、コンテンツの説明を英語で行ったことである。これは、「英語対応授業」を意図して行ったことである。

第三の特徴は、多くの課題問題を含み学生の解答、教師のコメントも公開することにある。さらに学生自身による「創作問題と解答」も含めることで、学生の創造性を高めるトレーニングを行いたいと思っている。。
